
将来展望国営事業地区の

て
土
質
工
学
を
取
り
入
れ
、
そ
の
結
果
は
、
そ
の
後
の
農

林
省
の
設
計
基
準
の
作
成
に
大
き
く
寄
与
し
た
だ
け
で
は

な
く
、
土
質
工
学
の
進
歩
に
貢
献
し
た
。

2
　
新
た
な
水
資
源
の
確
保
（
山
王
海
地
区
）

　

旧
山
王
海
地
区
完
了
後
、
ほ
場
整
備
等
に
よ
る
水
田
の

乾
田
化
・
汎
用
化
、
営
農
機
械
の
大
型
化
な
ど
が
進
み
、

近
代
的
農
業
を
展
開
す
る
上
で
再
び
農
業
用
水
不
足
が
深

刻
化
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
昭
和
五
十
三
年
度
、
旧
山
王
海
ダ
ム
の
嵩

上
げ
に
よ
る
新
山
王
海
ダ
ム
（
以
下
「
山
王
海
ダ
ム
」
と

い
う
）
の
建
設
と
と
も
に
、
葛
丸
川
に
葛
丸
ダ
ム
を
新
設

し
て
水
源
容
量
を
確
保
し
、
併
せ
て
頭
首
工
四
ヶ
所
の
新

設
・
改
修
、
幹
線
用
水
路
な
ど
の
改
修
を
主
な
事
業
内
容

と
す
る
山
王
海
地
区
に
着
手
し
た
。

　

山
王
海
ダ
ム
は
旧
山
王
海
ダ
ム
の
か
ん
が
い
機
能
を
維

持
し
た
ま
ま
嵩
上
げ
工
事
が
実
施
さ
れ
た
。
山
王
海
ダ
ム

の
下
流
法
面
に
も
水
争
い
で
苦
し
ん
だ
古
人
の
労
を
顧
み
、

ま
た
、
こ
の
地
が
二
一
世
紀
と
い
う
新
し
い
時
代
に
発
展

す
る
こ
と
を
願
い
、
植
栽
に
よ
っ
て
「
平
安
・
山
王
海
・

2
0
0
1
」
の
文
字
が
引
き
継
が
れ
た
。

　

山
王
海
ダ
ム
と
葛
丸
ダ
ム
は
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
で
接
続

さ
れ
た
「
親
子
ダ
ム
」
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
流
域
の
水
を

最
大
限
に
有
効
活
用
す
る
水
源
計
画
で
地
域
の
農
地
を
潤

し
て
い
る
。

山王海葛丸地区　概要図
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葛丸ダム

国
営
事
業
地
区
の

将
来
展
望

　
山
王
海
葛
丸
地
区
（
以
下
「
本
地
区
」
と
い
う
）
は
、

岩
手
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
北
上
平
野
の
や
や
北
部
に
位
置

す
る
花
巻
市
、
紫
波
郡
紫
波
町
及
び
同
郡
矢
巾
町
に
ま
た

が
る
農
業
地
帯
に
あ
る
。

　
こ
の
地
域
の
農
業
は
、
奥
羽
山
脈
を
水
源
と
す
る
北
上

川
支
流
の
滝
名
川
、
葛
丸
川
に
依
存
し
、
古
く
か
ら
稲
作

の
適
地
と
し
て
開
拓
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
水
田
面
積

に
比
べ
て
水
源
と
な
る
流
域
面
積
が
あ
ま
り
に
小
さ
く
、

深
刻
な
水
不
足
の
常
襲
地
帯
で
あ
り
、
悲
惨
な
水
争
い
が

繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
　

　
こ
の
た
め
、
国
営
山
王
海
土
地
改
良
事
業
「
山
王
海
地

区
（
昭
和
十
九
年
度
〜
二
十
九
年
度
）」（
以
下
「
旧
山
王

海
地
区
」
と
い
う
）
及
び
国
営
山
王
海
土
地
改
良
事
業
「
山

王
海
地
区
（
一
期
：
昭
和
五
十
三
年
度
〜
平
成
三
年
度
、

二
期
：
平
成
二
年
度
〜
十
三
年
度
）」（
以
下
「
山
王
海
地

区
」
と
い
う
）
で
基
幹
的
な
農
業
水
利
施
設
の
整
備
・
改

修
が
行
わ
れ
農
業
用
水
の
安
定
供
給
を
図
っ
て
き
た
。
　

　
し
か
し
、
経
年
的
な
施
設
の
劣
化
に
よ
り
農
業
用
水
の

安
定
供
給
に
支
障
を
き
た
し
、
維
持
管
理
に
多
大
な
費
用

と
労
力
を
要
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
地
区
の
水
源
の
ひ
と

つ
で
あ
る
葛
丸
ダ
ム
は
、
洪
水
時
に
お
け
る
急
激
な
水
位

上
昇
や
無
効
放
流
が
発
生
す
る
な
ど
、
洪
水
時
の
ダ
ム
運

用
に
労
力
を
要
し
て
い
る
。

　
令
和
六
年
度
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
本

地
区
が
新
た
に
着
手
す
る
運
び
と
な
っ
た
の
で
、
歴
史
を

た
ど
り
つ
つ
計
画
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

1
　 

水
争
い
の
歴
史
を
経
て
悲
願
の
水
資
源

確
保（
旧
山
王
海
地
区
）

　

室
町
時
代
に
は
滝
名
川
で
二
七
堰
、
葛
丸
川
で
は
九
堰

が
開
削
さ
れ
、
約
九
〇
〇
ha
の
水
田
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
水
田
面
積
に
比
べ
て
水
源
と
な
る
流
域
面
積
が

小
さ
く
、
滝
名
川
で
は
ひ
と
た
び
旱
魃
に
な
る
と
志
和
稲

荷
神
社
前
で
悲
惨
な
水
争
い
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
記
録
に

残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
か
ら

昭
和
初
期
の
約
三
〇
〇
年
間
に
三
六
回
を
数
え
、
時
に
は

死
者
が
出
る
ほ
ど
の
激
し
い
争
い
が
あ
っ
た
。
志
和
稲
荷

神
社
に
は
激
し
い
水
争
い
の
投
石
に
よ
り
耳
が
欠
け
た
狐

の
前
立
て
が
残
っ
て
お
り
、
当
時
の
水
不
足
の
深
刻
さ
を

物
語
る
。
葛
丸
川
で
も
用
水
配
分
が
守
ら
れ
ず
一
五
回
の

水
争
い
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

大
正
十
三
年
の
大
旱
魃
を
契
機
に
滝
名
川
上
流
に
ダ
ム

建
設
の
機
運
が
高
ま
り
、
流
域
関
係
者
が
組
織
化
し
た
活

動
を
展
開
し
た
。
そ
の
後
、
紆
余
曲
折
を
経
て
、
旧
山
王

海
地
区
が
昭
和
十
九
年
に
農
地
開
発
営
団
の
事
業
と
し
て

実
施
、
昭
和
二
十
二
年
に
G
H
Q
の
命
令
で
同
営
団
は
閉

鎖
さ
れ
た
が
、
事
業
は
当
時
の
農
林
省
が
引
き
継
い
で
実

施
し
た
。

　

旧
山
王
海
地
区
は
、
滝
名
川
上
流
に
昭
和
二
十
七
年

（
一
九
五
二
）、
当
時
、
東
洋
一
の
ア
ー
ス
ダ
ム
と
い
わ
れ

た
山
王
海
ダ
ム
（
以
下
「
旧
山
王
海
ダ
ム
」
と
い
う
）
等

を
建
設
し
、
地
域
の
長
い
水
争
い
の
歴
史
に
一
応
の
終
止

符
を
う
っ
た
。
ダ
ム
下
流
法
面
に
は
、
永
遠
に
水
争
い
が

無
く
な
る
こ
と
を
願
い
「
平
安
・
山
王
海
・
一
九
五
二
」

の
文
字
が
植
栽
さ
れ
た
。

　

な
お
、
旧
山
王
海
ダ
ム
は
日
本
の
ア
ー
ス
ダ
ム
で
初
め

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

（
国
営
洪
水
調
節
機
能
強
化
事
業
）

山さ
ん

王の
う

海か
い

葛く
ず

丸ま
る

地
区

飛
島
建
設
株
式
会
社　

東
北
支
店

高
橋
　
淳

旧山王海ダム
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将来展望国営事業地区の

て
土
質
工
学
を
取
り
入
れ
、
そ
の
結
果
は
、
そ
の
後
の
農

林
省
の
設
計
基
準
の
作
成
に
大
き
く
寄
与
し
た
だ
け
で
は

な
く
、
土
質
工
学
の
進
歩
に
貢
献
し
た
。

2
　
新
た
な
水
資
源
の
確
保
（
山
王
海
地
区
）

　

旧
山
王
海
地
区
完
了
後
、
ほ
場
整
備
等
に
よ
る
水
田
の

乾
田
化
・
汎
用
化
、
営
農
機
械
の
大
型
化
な
ど
が
進
み
、

近
代
的
農
業
を
展
開
す
る
上
で
再
び
農
業
用
水
不
足
が
深

刻
化
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
昭
和
五
十
三
年
度
、
旧
山
王
海
ダ
ム
の
嵩

上
げ
に
よ
る
新
山
王
海
ダ
ム
（
以
下
「
山
王
海
ダ
ム
」
と

い
う
）
の
建
設
と
と
も
に
、
葛
丸
川
に
葛
丸
ダ
ム
を
新
設

し
て
水
源
容
量
を
確
保
し
、
併
せ
て
頭
首
工
四
ヶ
所
の
新

設
・
改
修
、
幹
線
用
水
路
な
ど
の
改
修
を
主
な
事
業
内
容

と
す
る
山
王
海
地
区
に
着
手
し
た
。

　

山
王
海
ダ
ム
は
旧
山
王
海
ダ
ム
の
か
ん
が
い
機
能
を
維

持
し
た
ま
ま
嵩
上
げ
工
事
が
実
施
さ
れ
た
。
山
王
海
ダ
ム

の
下
流
法
面
に
も
水
争
い
で
苦
し
ん
だ
古
人
の
労
を
顧
み
、

ま
た
、
こ
の
地
が
二
一
世
紀
と
い
う
新
し
い
時
代
に
発
展

す
る
こ
と
を
願
い
、
植
栽
に
よ
っ
て
「
平
安
・
山
王
海
・

2
0
0
1
」
の
文
字
が
引
き
継
が
れ
た
。

　

山
王
海
ダ
ム
と
葛
丸
ダ
ム
は
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
で
接
続

さ
れ
た
「
親
子
ダ
ム
」
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
流
域
の
水
を

最
大
限
に
有
効
活
用
す
る
水
源
計
画
で
地
域
の
農
地
を
潤

し
て
い
る
。

山王海葛丸地区　概要図
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葛丸ダム

国
営
事
業
地
区
の

将
来
展
望

　
山
王
海
葛
丸
地
区
（
以
下
「
本
地
区
」
と
い
う
）
は
、

岩
手
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
北
上
平
野
の
や
や
北
部
に
位
置

す
る
花
巻
市
、
紫
波
郡
紫
波
町
及
び
同
郡
矢
巾
町
に
ま
た

が
る
農
業
地
帯
に
あ
る
。

　
こ
の
地
域
の
農
業
は
、
奥
羽
山
脈
を
水
源
と
す
る
北
上

川
支
流
の
滝
名
川
、
葛
丸
川
に
依
存
し
、
古
く
か
ら
稲
作

の
適
地
と
し
て
開
拓
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
水
田
面
積

に
比
べ
て
水
源
と
な
る
流
域
面
積
が
あ
ま
り
に
小
さ
く
、

深
刻
な
水
不
足
の
常
襲
地
帯
で
あ
り
、
悲
惨
な
水
争
い
が

繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
　

　
こ
の
た
め
、
国
営
山
王
海
土
地
改
良
事
業
「
山
王
海
地

区
（
昭
和
十
九
年
度
〜
二
十
九
年
度
）」（
以
下
「
旧
山
王

海
地
区
」
と
い
う
）
及
び
国
営
山
王
海
土
地
改
良
事
業
「
山

王
海
地
区
（
一
期
：
昭
和
五
十
三
年
度
〜
平
成
三
年
度
、

二
期
：
平
成
二
年
度
〜
十
三
年
度
）」（
以
下
「
山
王
海
地

区
」
と
い
う
）
で
基
幹
的
な
農
業
水
利
施
設
の
整
備
・
改

修
が
行
わ
れ
農
業
用
水
の
安
定
供
給
を
図
っ
て
き
た
。
　

　
し
か
し
、
経
年
的
な
施
設
の
劣
化
に
よ
り
農
業
用
水
の

安
定
供
給
に
支
障
を
き
た
し
、
維
持
管
理
に
多
大
な
費
用

と
労
力
を
要
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
地
区
の
水
源
の
ひ
と

つ
で
あ
る
葛
丸
ダ
ム
は
、
洪
水
時
に
お
け
る
急
激
な
水
位

上
昇
や
無
効
放
流
が
発
生
す
る
な
ど
、
洪
水
時
の
ダ
ム
運

用
に
労
力
を
要
し
て
い
る
。

　
令
和
六
年
度
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
本

地
区
が
新
た
に
着
手
す
る
運
び
と
な
っ
た
の
で
、
歴
史
を

た
ど
り
つ
つ
計
画
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

1
　 

水
争
い
の
歴
史
を
経
て
悲
願
の
水
資
源

確
保（
旧
山
王
海
地
区
）

　

室
町
時
代
に
は
滝
名
川
で
二
七
堰
、
葛
丸
川
で
は
九
堰

が
開
削
さ
れ
、
約
九
〇
〇
ha
の
水
田
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
水
田
面
積
に
比
べ
て
水
源
と
な
る
流
域
面
積
が

小
さ
く
、
滝
名
川
で
は
ひ
と
た
び
旱
魃
に
な
る
と
志
和
稲

荷
神
社
前
で
悲
惨
な
水
争
い
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
記
録
に

残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
か
ら

昭
和
初
期
の
約
三
〇
〇
年
間
に
三
六
回
を
数
え
、
時
に
は

死
者
が
出
る
ほ
ど
の
激
し
い
争
い
が
あ
っ
た
。
志
和
稲
荷

神
社
に
は
激
し
い
水
争
い
の
投
石
に
よ
り
耳
が
欠
け
た
狐

の
前
立
て
が
残
っ
て
お
り
、
当
時
の
水
不
足
の
深
刻
さ
を

物
語
る
。
葛
丸
川
で
も
用
水
配
分
が
守
ら
れ
ず
一
五
回
の

水
争
い
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

大
正
十
三
年
の
大
旱
魃
を
契
機
に
滝
名
川
上
流
に
ダ
ム

建
設
の
機
運
が
高
ま
り
、
流
域
関
係
者
が
組
織
化
し
た
活

動
を
展
開
し
た
。
そ
の
後
、
紆
余
曲
折
を
経
て
、
旧
山
王

海
地
区
が
昭
和
十
九
年
に
農
地
開
発
営
団
の
事
業
と
し
て

実
施
、
昭
和
二
十
二
年
に
G
H
Q
の
命
令
で
同
営
団
は
閉

鎖
さ
れ
た
が
、
事
業
は
当
時
の
農
林
省
が
引
き
継
い
で
実

施
し
た
。

　

旧
山
王
海
地
区
は
、
滝
名
川
上
流
に
昭
和
二
十
七
年

（
一
九
五
二
）、
当
時
、
東
洋
一
の
ア
ー
ス
ダ
ム
と
い
わ
れ

た
山
王
海
ダ
ム
（
以
下
「
旧
山
王
海
ダ
ム
」
と
い
う
）
等

を
建
設
し
、
地
域
の
長
い
水
争
い
の
歴
史
に
一
応
の
終
止

符
を
う
っ
た
。
ダ
ム
下
流
法
面
に
は
、
永
遠
に
水
争
い
が

無
く
な
る
こ
と
を
願
い
「
平
安
・
山
王
海
・
一
九
五
二
」

の
文
字
が
植
栽
さ
れ
た
。

　

な
お
、
旧
山
王
海
ダ
ム
は
日
本
の
ア
ー
ス
ダ
ム
で
初
め

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

（
国
営
洪
水
調
節
機
能
強
化
事
業
）

山さ
ん

王の
う

海か
い

葛く
ず

丸ま
る

地
区

飛
島
建
設
株
式
会
社　

東
北
支
店

高
橋
　
淳

旧山王海ダム
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将来展望国営事業地区の

洪
水
調
節
容
量
の
確
保
が
難
し
い
、
③
事
前
放
流
（
無

効
放
流
）
の
頻
度
が
高
い
状
況
に
あ
る
。

•
事
前
放
流
を
行
っ
た
後
に
、
④
渇
水
等
で
貯
水
位
が
回

復
し
な
か
っ
た
場
合
、
か
ん
が
い
に
必
要
な
容
量
が
不

足
（
利
水
安
全
度
の
低
下
）
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

•
事
前
放
流
に
係
る
ゲ
ー
ト
操
作
、
放
流
警
報
及
び
河
川

の
巡
回
監
視
な
ど
の
作
業
が
多
く
な
り
、
管
理
者
の
負

担
が
増
加
し
て
い
る
。

●
洪
水
調
節
機
能
強
化
の
取
組
方
針
と
効
果

•
親
子
ダ
ム
の
特
性
を
活
か
し
、
洪
水
が
発
生
す
る
か
ん

が
い
期
（
春
〜
秋
）
に
も
葛
丸
流
域
か
ら
山
王
海
ダ
ム

へ
導
水
し
て
貯
留
す
る
計
画
と
す
る
。

•
治
水
上
の
メ
リ
ッ
ト
：
葛
丸
ダ
ム
へ
の
流
入
量
が
抑
制

さ
れ
、
洪
水
調
節
容
量
の
拡

大（
二
二
万
㎥ 
↓
一
〇
七
万
㎥ 

「
八
五
万
㎥ 
の
増
」）が
可
能

と
な
り
、
葛
丸
流
域
の
洪
水

軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

•
利
水
上
の
メ
リ
ッ
ト
：
洪
水

時
に
葛
丸
ダ
ム
の
事
前
放

流
（
無
効
放
流
）
が
少
な
く

な
り
、
か
ん
が
い
用
水
の
利

水
安
全
度
が
確
保
さ
れ
る
。

事
前
放
流
へ
の
対
応
頻
度

が
低
く
な
り
、
ダ
ム
管
理
労

力
が
軽
減
さ
れ
る
。

•
現
在
、機
側
操
作
の
み
と
な
っ

て
い
る
葛
丸
上
流
頭
首
工
に

つ
い
て
は
、
洪
水
時
に
も
速

や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

各
ダ
ム
か
ら
遠
方
監
視
・
操

作
が
で
き
る
よ
う
改
良
し
管
理
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

4
　
終
わ
り
に

　

過
去
に
実
施
し
た
二
度
の
国
営
事
業
は
、
農
家
の
切
な

る
願
い
で
あ
る
〝
豊
か
な
水
〞
を
求
め
て
、
そ
し
て
時
代

と
と
も
に
変
化
す
る
農
業
用
水
の
需
要
に
対
応
す
る
た
め

に
実
施
さ
れ
て
き
た
。
三
度
目
の
国
営
事
業
は
、〝
豊
か

な
水
〞
を
維
持
し
確
実
に
届
け
る
こ
と
に
加
え
、
地
域
住

民
の
安
全
・
安
心
に
寄
与
す
る
〝
豪
雨
時
の
水
害
対
策
〞

に
も
取
り
組
む
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

農
業
用
の
ダ
ム
・
用
排
水
路
等
の
農
業
水
利
施
設
は
、農

業
生
産
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、洪
水
調
整
や
消
流
雪
な

ど
の
役
割
も
果
た
す
多
面
的
機
能
を
も
っ
て
い
る
が
、そ
の

認
知
度
が
高
い
と
は
い
い
が
た
い
と
感
じ
る
。
本
地
区
の

実
施
を
契
機
に
、
農
業
水
利
施
設
の
も
つ
多
面
的
機
能
の

認
知
度
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、本
地
区
が

円
滑
に
進
展
し
早
期
に
完
了
す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
。

【
参
考
・
出
典
・
引
用
文
献
】

• 「
山
王
海
・
葛
丸
の
水
〜
国
営
山
王
海
土
地
改
良
事
業
の
歩
み
〜
」
東
北

農
政
局
山
王
海
鹿
妻
農
業
水
利
事
業
所
（
平
成
十
四
年
三
月
）

• 「
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
国
営
洪
水
調
節
機
能
強
化
事
業
）
山
王
海

葛
丸
地
区
」　

山
王
海
葛
丸
地
区
国
営
土
地
改
良
事
業
促
進
協
議
会

• 「
K
I
C
第
二
八
号　

北
調
だ
よ
り
」　

東
北
農
政
局
北
上
土
地
改
良
調
査

管
理
事
務
所
（
令
和
五
年
十
二
月
）

•「
山
王
海
の
し
お
り
」　

山
王
海
土
地
改
良
区
H
P

• 

山
王
海
ダ
ム
四
〇
周
年
記
念
誌
「
豊
か
な
水
を
求
め
て
」
東
北
農
政
局
山

王
海
鹿
妻
農
業
水
利
事
業
所
、
山
王
海
土
地
改
良
区
（
平
成
五
年
三
月
）

• 

設
立
五
〇
周
年
記
念
誌
「
平
安
山
王
海
」
山
王
海
土
地
改
良
区
（
平
成

十
四
年
七
月
）

• 

山
王
海
土
地
改
良
区
設
立
七
〇
周
年
「
事
業
回
顧
録
」
山
王
海
土
地
改
良

区
（
令
和
四
年
七
月
）

• 

令
和
五
年
度
事
前
評
価　

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業　

山
王
海
葛
丸
地
区

（
岩
手
県
）　

農
林
水
産
省
H
P

改修を待ち望む地元の声
　

山
王
海
葛
丸
地
区
は
、岩
手
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、北
上
川
の
支
流
で
あ

る
滝
名
川
と
葛
丸
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
域
と
な
り
ま
す
。

　

当
地
区
の
歴
史
は
、滝
名
川
、葛
丸
川
に
お
け
る
水
争
い
の
歴
史
で
あ
り
ま
す
。

水
量
不
足
に
よ
る
干
ば
つ
の
被
害
は
甚
大
で
地
域
の
農
家
は
水
不
足
解
消
の
た

め
、ダ
ム
構
築
の
運
動
を
熱
心
に
重
ね
、つ
い
に
昭
和
十
九
年　

山
王
海
ダ
ム
工

事
が
着
工
と
な
り
、
昭
和
二
十
七
年
に
悲
願
で
あ
っ
た
山
王
海
ダ
ム
が
完
成
致

し
ま
し
た
。
同
年
七
月
に
山
王
海
土
地
改
良
区
が
設
立
し
て
い
ま
す
。
当
時
の

ダ
ム
灌
漑
用
水
の
効
果
は
大
き
く
、水
稲
平
均
収
量
が
約
三
〇
％
増
加
し
、安
定

し
た
収
量
の
確
保
に
よ
り
農
家
に
大
幅
な
農
業
所
得
の
増
加
を
も
た
ら
し
、
安

定
し
た
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
農
業
情
勢
の

変
化
に
よ
る
開
田
、
畑
地
替
え
等
に
伴
い
水
田
面
積
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と

等
に
よ
り
、新
た
な
水
源
の
確
保
が
必
要
と
な
り
、国
営
農
業
水
利
事
業
山
王
海

地
区（
昭
和
五
十
三
年
か
ら
平
成
十
三
年
ま
で
実
施
）に
よ
り
、
葛
丸
ダ
ム
の
新

設
、山
王
海
ダ
ム
の
嵩
上
げ
、両
ダ
ム
を
結
び
相
互
に
利
用
し
あ
う
親
子
ダ
ム
機

能
に
よ
り
干
ば
つ
、水
害
の
不
安
が
解
消
さ
れ
、潤
沢
な
用
水
が
確
保
さ
れ
ま
し

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
完
成
か
ら
三
〇
年
以
上
経
過
し
て
い
る
農
業
用
水
利
施
設

が
多
く
あ
り
、
施
設
の
維
持
管
理
に
多
大
な
労
力
と
経
費
を
費
や
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

又
、農
家
は
米
価
の
低
迷
、農
業
生
産
資
材
の
高
騰
に
よ
り
収
益
減
と
な
り
、

維
持
管
理
賦
課
金
の
増
額
が
出
来
な
い
の
が
現
状
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、令
和
六
年
度
事
業
着
工
す
る
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業「
山
王
海
葛

丸
地
区
」で
事
業
計
画
し
て
お
り
ま
す
内
容
は
、

　

一　

機
能
低
下
し
た
農
業
水
利
施
設
の
更
新
・
改
修

　

二　

親
子
ダ
ム
の
特
性
を
生
か
し
た
洪
水
調
節
機
能
強
化

　

三　

小
水
力
発
電
施
設
の
新
設

　

四　

調
整
池
の
新
設

で
あ
り
ま
す
。
特
に
小
水
力
発
電
を
両
ダ
ム
に
新
設
し
稼
働
し
た
売
電
収
入
を

維
持
管
理
経
費
に
充
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、
維
持
管
理
賦
課
金
の
軽
減
が
出
来

る
よ
う
努
力
し
組
合
員
の
負
託
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

又
、両
ダ
ム
を
利
用
し
た
洪
水
調
節
機
能
強
化
に
よ
り
、広
域
治
水
に
貢
献
し

洪
水
防
止
機
能
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
営
事
業
で
検
討
し
た
、
営
農
計
画
に
基
づ
い
て
高
収
益
作
物
の
栽
培
を
増

加
し
、畜
産
と
連
携
し
た
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
に
つ
い
て
も
、各
機
関

と
連
携
し
て
栽
培
面
積
の
増
加
を
図
り
、又
、リ
ン
ド
ウ
の
よ
う
に
潅
水
が
必
要

な
作
物
栽
培
を
研
究
し
て
、取
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
六
年
の
雪
解
け
の
季
節
を
迎
え
、山
王
海
ダ
ム
・
葛
丸
ダ
ム
が
満
々
と
水

を
湛
え
て
い
る
の
を
見
ま
す
と
、
「
水
は
命
の
源
」で
あ
り
、こ
の
豊
か
な
水
は

永
遠
に
本
地
域
を
潤
し
、そ
し
て
人
々
の
心
を
潤
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、先

人
達
が
築
き
上
げ
て
き
た
偉
大
な
遺
産
を
、健
全
な
姿
で
次
世
代
に
引
継
ぎ
、本

地
域
の
発
展
の
一
助
に
な
る
様
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大沼義広 氏
山王海土地改良区

理事長

3
　
山
王
海
葛
丸
地
区
（
令
和
六
年
度
着
工
）

⑴
事
業
計
画
の
概
要

　

本
地
区
は
前
掲
し
た
課
題
に
対
処
す
べ
く
、
老
朽
化
が

進
行
し
て
い
る
施
設
の
改
修
と
と
も
に
、
ダ
ム
の
利
水
機

能
の
確
保
及
び
洪
水
調
節
機
能
の
強
化
の
た
め
の
整
備
並

び
に
水
需
要
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
整
備
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

①
機
能
低
下
し
た
農
業
水
利
施
設
の
更
新
・
改
修

　

完
成
か
ら
三
〇
年
以
上
経
過
し
て
い
る
農
業
水
利
施
設

が
多
く
あ
る
中
、
老
朽
化
等
に
よ
り
機
能
低
下
し
た
施
設

の
更
新
・
改
修
を
行
い
、
維
持
管
理
の
負
担
を
軽
減
す
る
。

② 

親
子
ダ
ム
の
特
性
を
活
か
し
た
洪
水
調
節
機
能
の
強
化

　

親
子
ダ
ム
の
特
性
を
活
か
し
、
夏
場
の
葛
丸
ダ
ム
へ
の

洪
水
を
、
よ
り
空
き
容
量
の
あ
る
山
王
海
ダ
ム
に
導
水
で

き
る
よ
う
に
し
、
土
地
改
良
区
と
し
て
地
域
の
洪
水
防
止

に
貢
献
す
る
。

③
小
水
力
発
電
施
設
の
新
設

　

山
王
海
ダ
ム
・
葛
丸
ダ
ム
に
そ
れ
ぞ
れ
小
水
力
発
電
施

設
を
新
設
し
、
売
電
収
入
に
よ
り

土
地
改
良
区
の
維
持
管
理
費
の

軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
グ
リ
ー

ン
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
。

④
調
整
池
の
新
設

　

既
設
水
路
に
七
つ
の
調
整
池

を
新
設
し
、
規
模
拡
大
や
営
農
形

態
の
変
化
に
伴
い
水
需
要
が
集

中
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
安
定
し
た
用
水
供
給
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

⑵ 

全
国
に
先
駆
け
て
実
施
す
る
「
国
営
洪
水
調
節
機
能
強

化
事
業
」
の
概
要

　

山
王
海
ダ
ム
と
葛
丸
ダ
ム
は
、
令
和
二
年
五
月
に
「
北

上
川
水
系
（
北
上
川
上
流
）
治
水
協
定
」
を
締
結
し
、
事

前
放
流
等
の
洪
水
調
節
機
能
の
取
組
を
開
始
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
親
子
ダ
ム
を
有
す
る
本
地
区
が
、
そ
の
特
性

を
活
か
し
て
全
国
に
先
駆
け
て
実
施
す
る
「
国
営
洪
水
調

節
機
能
強
化
事
業
」
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

●
親
子
ダ
ム
の
特
性
と
現
在
の
運
用

•
葛
丸
ダ
ム
は
、
集
水
面
積
が
比
較
的
大
き
い
割
に
地
形

上
の
制
約
で
貯
水
容
量
が
小
さ
く
、
山

王
海
ダ
ム
は
、
集
水
面
積
が
比
較
的
小

さ
い
割
に
貯
水
容
量
が
大
き
い
と
い

う
特
性
を
有
し
て
い
る
。

•
二
つ
の
ダ
ム
は
二
本
の
水
路
ト
ン
ネ
ル

で
結
ば
れ
て
お
り
、
現
在
は
非
か
ん
が

い
期
（
冬
）
に
葛
丸
流
域
の
水
を
葛
丸

上
流
頭
首
工
で
取
水
し
て
、
導
水
ト
ン

ネ
ル
を
通
じ
て
山
王
海
ダ
ム
へ
一
時
的

に
貯
留
し
、
か
ん
が
い
期
（
春
〜
秋
）

に
山
王
海
ダ
ム
か
ら
葛
丸
ダ
ム
に
取
水

ト
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
補
給
し
て
、
下
流

域
に
供
給
し
て
い
る
。

●
洪
水
調
節
機
能
の
現
状
と
課
題

•
葛
丸
ダ
ム
の
集
水
面
積
に
対
す
る
貯

水
量
（
二
〇
七
千
㎥ 
／
㎢  
）
は
、
山
王

海
ダ
ム
（
九
九
六
千
㎥ 
／
㎢  
）
の
約
五

分
の
一
と
小
さ
い
た
め
、
①
洪
水
時
に

急
激
な
水
位
上
昇
が
生
じ
や
す
く
、
②

表　国営事業地区概要の対比

地区・工期
項　目

旧山王海地区 山王海地区 山王海葛丸地区

S19 ～ S29年度 （一期）
S53 ～ H3年度

（二期）
H2～ H13年度 R6 ～ 15年度（予定）

1．受益面積 （ha） 3,258 4,180 3,890 3,787
　　　水田  （ha） 3,258 4,020 3,890 3,787
　　　畑   （ha） （開畑） 197 160 ー ー
2．主要工事計画 国営総事業費
　①山王海ダム 新設（アース） ー 改築（ロックフィル） 改修

4,314
　　　有効貯水量（千㎥ ） 9,594 ー 37,600 ー
　②葛丸ダム ー 新設（ロックフィル） ー 改修
　　　有効貯水量（千㎥ ） ー 4,650 ー ー
　③頭首工

2,780
　　稲荷頭首工 新設 改修 ー 改修
　　中央頭首工 新設 改修 ー ー
　　葛丸頭首工 ー 新設 ー 改修
　　葛丸上流頭首工 ー 新設 ー 改修

　④幹線用水路（㎞ ） 新設 14.4 新･改 13.7 ー 改修 9.7
（調整池 7ヶ所含む） 4,102

　⑤水管理施設 ー ー 新設 改修 870
　⑥小水力発電施設 ー ー ー 新設 2 ヶ所 1,434
3 ．国営総事業費（百万円） 706 29,287 52,398 ー 13,500

注）山王海葛丸地区の国営総事業費は、物価変動等により将来変動することがある。

小水力発電施設新設（イメージ）
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将来展望国営事業地区の

洪
水
調
節
容
量
の
確
保
が
難
し
い
、
③
事
前
放
流
（
無

効
放
流
）
の
頻
度
が
高
い
状
況
に
あ
る
。

•
事
前
放
流
を
行
っ
た
後
に
、
④
渇
水
等
で
貯
水
位
が
回

復
し
な
か
っ
た
場
合
、
か
ん
が
い
に
必
要
な
容
量
が
不

足
（
利
水
安
全
度
の
低
下
）
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

•
事
前
放
流
に
係
る
ゲ
ー
ト
操
作
、
放
流
警
報
及
び
河
川

の
巡
回
監
視
な
ど
の
作
業
が
多
く
な
り
、
管
理
者
の
負

担
が
増
加
し
て
い
る
。

●
洪
水
調
節
機
能
強
化
の
取
組
方
針
と
効
果

•
親
子
ダ
ム
の
特
性
を
活
か
し
、
洪
水
が
発
生
す
る
か
ん

が
い
期
（
春
〜
秋
）
に
も
葛
丸
流
域
か
ら
山
王
海
ダ
ム

へ
導
水
し
て
貯
留
す
る
計
画
と
す
る
。

•
治
水
上
の
メ
リ
ッ
ト
：
葛
丸
ダ
ム
へ
の
流
入
量
が
抑
制

さ
れ
、
洪
水
調
節
容
量
の
拡

大（
二
二
万
㎥ 
↓
一
〇
七
万
㎥ 

「
八
五
万
㎥ 
の
増
」）が
可
能

と
な
り
、
葛
丸
流
域
の
洪
水

軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

•
利
水
上
の
メ
リ
ッ
ト
：
洪
水

時
に
葛
丸
ダ
ム
の
事
前
放

流
（
無
効
放
流
）
が
少
な
く

な
り
、
か
ん
が
い
用
水
の
利

水
安
全
度
が
確
保
さ
れ
る
。

事
前
放
流
へ
の
対
応
頻
度

が
低
く
な
り
、
ダ
ム
管
理
労

力
が
軽
減
さ
れ
る
。

•
現
在
、機
側
操
作
の
み
と
な
っ

て
い
る
葛
丸
上
流
頭
首
工
に

つ
い
て
は
、
洪
水
時
に
も
速

や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

各
ダ
ム
か
ら
遠
方
監
視
・
操

作
が
で
き
る
よ
う
改
良
し
管
理
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

4
　
終
わ
り
に

　

過
去
に
実
施
し
た
二
度
の
国
営
事
業
は
、
農
家
の
切
な

る
願
い
で
あ
る
〝
豊
か
な
水
〞
を
求
め
て
、
そ
し
て
時
代

と
と
も
に
変
化
す
る
農
業
用
水
の
需
要
に
対
応
す
る
た
め

に
実
施
さ
れ
て
き
た
。
三
度
目
の
国
営
事
業
は
、〝
豊
か

な
水
〞
を
維
持
し
確
実
に
届
け
る
こ
と
に
加
え
、
地
域
住

民
の
安
全
・
安
心
に
寄
与
す
る
〝
豪
雨
時
の
水
害
対
策
〞

に
も
取
り
組
む
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

農
業
用
の
ダ
ム
・
用
排
水
路
等
の
農
業
水
利
施
設
は
、農

業
生
産
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、洪
水
調
整
や
消
流
雪
な

ど
の
役
割
も
果
た
す
多
面
的
機
能
を
も
っ
て
い
る
が
、そ
の

認
知
度
が
高
い
と
は
い
い
が
た
い
と
感
じ
る
。
本
地
区
の

実
施
を
契
機
に
、
農
業
水
利
施
設
の
も
つ
多
面
的
機
能
の

認
知
度
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、本
地
区
が

円
滑
に
進
展
し
早
期
に
完
了
す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
。

【
参
考
・
出
典
・
引
用
文
献
】

• 「
山
王
海
・
葛
丸
の
水
〜
国
営
山
王
海
土
地
改
良
事
業
の
歩
み
〜
」
東
北

農
政
局
山
王
海
鹿
妻
農
業
水
利
事
業
所
（
平
成
十
四
年
三
月
）

• 「
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
国
営
洪
水
調
節
機
能
強
化
事
業
）
山
王
海

葛
丸
地
区
」　

山
王
海
葛
丸
地
区
国
営
土
地
改
良
事
業
促
進
協
議
会

• 「
K
I
C
第
二
八
号　

北
調
だ
よ
り
」　

東
北
農
政
局
北
上
土
地
改
良
調
査

管
理
事
務
所
（
令
和
五
年
十
二
月
）

•「
山
王
海
の
し
お
り
」　

山
王
海
土
地
改
良
区
H
P

• 

山
王
海
ダ
ム
四
〇
周
年
記
念
誌
「
豊
か
な
水
を
求
め
て
」
東
北
農
政
局
山

王
海
鹿
妻
農
業
水
利
事
業
所
、
山
王
海
土
地
改
良
区
（
平
成
五
年
三
月
）

• 

設
立
五
〇
周
年
記
念
誌
「
平
安
山
王
海
」
山
王
海
土
地
改
良
区
（
平
成

十
四
年
七
月
）

• 

山
王
海
土
地
改
良
区
設
立
七
〇
周
年
「
事
業
回
顧
録
」
山
王
海
土
地
改
良

区
（
令
和
四
年
七
月
）

• 

令
和
五
年
度
事
前
評
価　

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業　

山
王
海
葛
丸
地
区

（
岩
手
県
）　

農
林
水
産
省
H
P

改修を待ち望む地元の声
　

山
王
海
葛
丸
地
区
は
、岩
手
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、北
上
川
の
支
流
で
あ

る
滝
名
川
と
葛
丸
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
域
と
な
り
ま
す
。

　

当
地
区
の
歴
史
は
、滝
名
川
、葛
丸
川
に
お
け
る
水
争
い
の
歴
史
で
あ
り
ま
す
。

水
量
不
足
に
よ
る
干
ば
つ
の
被
害
は
甚
大
で
地
域
の
農
家
は
水
不
足
解
消
の
た

め
、ダ
ム
構
築
の
運
動
を
熱
心
に
重
ね
、つ
い
に
昭
和
十
九
年　

山
王
海
ダ
ム
工

事
が
着
工
と
な
り
、
昭
和
二
十
七
年
に
悲
願
で
あ
っ
た
山
王
海
ダ
ム
が
完
成
致

し
ま
し
た
。
同
年
七
月
に
山
王
海
土
地
改
良
区
が
設
立
し
て
い
ま
す
。
当
時
の

ダ
ム
灌
漑
用
水
の
効
果
は
大
き
く
、水
稲
平
均
収
量
が
約
三
〇
％
増
加
し
、安
定

し
た
収
量
の
確
保
に
よ
り
農
家
に
大
幅
な
農
業
所
得
の
増
加
を
も
た
ら
し
、
安

定
し
た
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
農
業
情
勢
の

変
化
に
よ
る
開
田
、
畑
地
替
え
等
に
伴
い
水
田
面
積
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と

等
に
よ
り
、新
た
な
水
源
の
確
保
が
必
要
と
な
り
、国
営
農
業
水
利
事
業
山
王
海

地
区（
昭
和
五
十
三
年
か
ら
平
成
十
三
年
ま
で
実
施
）に
よ
り
、
葛
丸
ダ
ム
の
新

設
、山
王
海
ダ
ム
の
嵩
上
げ
、両
ダ
ム
を
結
び
相
互
に
利
用
し
あ
う
親
子
ダ
ム
機

能
に
よ
り
干
ば
つ
、水
害
の
不
安
が
解
消
さ
れ
、潤
沢
な
用
水
が
確
保
さ
れ
ま
し

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
完
成
か
ら
三
〇
年
以
上
経
過
し
て
い
る
農
業
用
水
利
施
設

が
多
く
あ
り
、
施
設
の
維
持
管
理
に
多
大
な
労
力
と
経
費
を
費
や
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

又
、農
家
は
米
価
の
低
迷
、農
業
生
産
資
材
の
高
騰
に
よ
り
収
益
減
と
な
り
、

維
持
管
理
賦
課
金
の
増
額
が
出
来
な
い
の
が
現
状
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、令
和
六
年
度
事
業
着
工
す
る
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業「
山
王
海
葛

丸
地
区
」で
事
業
計
画
し
て
お
り
ま
す
内
容
は
、

　

一　

機
能
低
下
し
た
農
業
水
利
施
設
の
更
新
・
改
修

　

二　

親
子
ダ
ム
の
特
性
を
生
か
し
た
洪
水
調
節
機
能
強
化

　

三　

小
水
力
発
電
施
設
の
新
設

　

四　

調
整
池
の
新
設

で
あ
り
ま
す
。
特
に
小
水
力
発
電
を
両
ダ
ム
に
新
設
し
稼
働
し
た
売
電
収
入
を

維
持
管
理
経
費
に
充
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、
維
持
管
理
賦
課
金
の
軽
減
が
出
来

る
よ
う
努
力
し
組
合
員
の
負
託
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

又
、両
ダ
ム
を
利
用
し
た
洪
水
調
節
機
能
強
化
に
よ
り
、広
域
治
水
に
貢
献
し

洪
水
防
止
機
能
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
営
事
業
で
検
討
し
た
、
営
農
計
画
に
基
づ
い
て
高
収
益
作
物
の
栽
培
を
増

加
し
、畜
産
と
連
携
し
た
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
に
つ
い
て
も
、各
機
関

と
連
携
し
て
栽
培
面
積
の
増
加
を
図
り
、又
、リ
ン
ド
ウ
の
よ
う
に
潅
水
が
必
要

な
作
物
栽
培
を
研
究
し
て
、取
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
六
年
の
雪
解
け
の
季
節
を
迎
え
、山
王
海
ダ
ム
・
葛
丸
ダ
ム
が
満
々
と
水

を
湛
え
て
い
る
の
を
見
ま
す
と
、
「
水
は
命
の
源
」で
あ
り
、こ
の
豊
か
な
水
は

永
遠
に
本
地
域
を
潤
し
、そ
し
て
人
々
の
心
を
潤
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、先

人
達
が
築
き
上
げ
て
き
た
偉
大
な
遺
産
を
、健
全
な
姿
で
次
世
代
に
引
継
ぎ
、本

地
域
の
発
展
の
一
助
に
な
る
様
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大沼義広 氏
山王海土地改良区

理事長

3
　
山
王
海
葛
丸
地
区
（
令
和
六
年
度
着
工
）

⑴
事
業
計
画
の
概
要

　

本
地
区
は
前
掲
し
た
課
題
に
対
処
す
べ
く
、
老
朽
化
が

進
行
し
て
い
る
施
設
の
改
修
と
と
も
に
、
ダ
ム
の
利
水
機

能
の
確
保
及
び
洪
水
調
節
機
能
の
強
化
の
た
め
の
整
備
並

び
に
水
需
要
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
整
備
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

①
機
能
低
下
し
た
農
業
水
利
施
設
の
更
新
・
改
修

　

完
成
か
ら
三
〇
年
以
上
経
過
し
て
い
る
農
業
水
利
施
設

が
多
く
あ
る
中
、
老
朽
化
等
に
よ
り
機
能
低
下
し
た
施
設

の
更
新
・
改
修
を
行
い
、
維
持
管
理
の
負
担
を
軽
減
す
る
。

② 

親
子
ダ
ム
の
特
性
を
活
か
し
た
洪
水
調
節
機
能
の
強
化

　

親
子
ダ
ム
の
特
性
を
活
か
し
、
夏
場
の
葛
丸
ダ
ム
へ
の

洪
水
を
、
よ
り
空
き
容
量
の
あ
る
山
王
海
ダ
ム
に
導
水
で

き
る
よ
う
に
し
、
土
地
改
良
区
と
し
て
地
域
の
洪
水
防
止

に
貢
献
す
る
。

③
小
水
力
発
電
施
設
の
新
設

　

山
王
海
ダ
ム
・
葛
丸
ダ
ム
に
そ
れ
ぞ
れ
小
水
力
発
電
施

設
を
新
設
し
、
売
電
収
入
に
よ
り

土
地
改
良
区
の
維
持
管
理
費
の

軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
グ
リ
ー

ン
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
。

④
調
整
池
の
新
設

　

既
設
水
路
に
七
つ
の
調
整
池

を
新
設
し
、
規
模
拡
大
や
営
農
形

態
の
変
化
に
伴
い
水
需
要
が
集

中
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
安
定
し
た
用
水
供
給
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

⑵ 

全
国
に
先
駆
け
て
実
施
す
る
「
国
営
洪
水
調
節
機
能
強

化
事
業
」
の
概
要

　

山
王
海
ダ
ム
と
葛
丸
ダ
ム
は
、
令
和
二
年
五
月
に
「
北

上
川
水
系
（
北
上
川
上
流
）
治
水
協
定
」
を
締
結
し
、
事

前
放
流
等
の
洪
水
調
節
機
能
の
取
組
を
開
始
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
親
子
ダ
ム
を
有
す
る
本
地
区
が
、
そ
の
特
性

を
活
か
し
て
全
国
に
先
駆
け
て
実
施
す
る
「
国
営
洪
水
調

節
機
能
強
化
事
業
」
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

●
親
子
ダ
ム
の
特
性
と
現
在
の
運
用

•
葛
丸
ダ
ム
は
、
集
水
面
積
が
比
較
的
大
き
い
割
に
地
形

上
の
制
約
で
貯
水
容
量
が
小
さ
く
、
山

王
海
ダ
ム
は
、
集
水
面
積
が
比
較
的
小

さ
い
割
に
貯
水
容
量
が
大
き
い
と
い

う
特
性
を
有
し
て
い
る
。

•
二
つ
の
ダ
ム
は
二
本
の
水
路
ト
ン
ネ
ル

で
結
ば
れ
て
お
り
、
現
在
は
非
か
ん
が

い
期
（
冬
）
に
葛
丸
流
域
の
水
を
葛
丸

上
流
頭
首
工
で
取
水
し
て
、
導
水
ト
ン

ネ
ル
を
通
じ
て
山
王
海
ダ
ム
へ
一
時
的

に
貯
留
し
、
か
ん
が
い
期
（
春
〜
秋
）

に
山
王
海
ダ
ム
か
ら
葛
丸
ダ
ム
に
取
水

ト
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
補
給
し
て
、
下
流

域
に
供
給
し
て
い
る
。

●
洪
水
調
節
機
能
の
現
状
と
課
題

•
葛
丸
ダ
ム
の
集
水
面
積
に
対
す
る
貯

水
量
（
二
〇
七
千
㎥ 
／
㎢  
）
は
、
山
王

海
ダ
ム
（
九
九
六
千
㎥ 
／
㎢  
）
の
約
五

分
の
一
と
小
さ
い
た
め
、
①
洪
水
時
に

急
激
な
水
位
上
昇
が
生
じ
や
す
く
、
②

表　国営事業地区概要の対比

地区・工期
項　目

旧山王海地区 山王海地区 山王海葛丸地区

S19 ～ S29年度 （一期）
S53 ～ H3年度

（二期）
H2～ H13年度 R6 ～ 15年度（予定）

1．受益面積 （ha） 3,258 4,180 3,890 3,787
　　　水田  （ha） 3,258 4,020 3,890 3,787
　　　畑   （ha） （開畑） 197 160 ー ー
2．主要工事計画 国営総事業費
　①山王海ダム 新設（アース） ー 改築（ロックフィル） 改修

4,314
　　　有効貯水量（千㎥ ） 9,594 ー 37,600 ー
　②葛丸ダム ー 新設（ロックフィル） ー 改修
　　　有効貯水量（千㎥ ） ー 4,650 ー ー
　③頭首工

2,780
　　稲荷頭首工 新設 改修 ー 改修
　　中央頭首工 新設 改修 ー ー
　　葛丸頭首工 ー 新設 ー 改修
　　葛丸上流頭首工 ー 新設 ー 改修

　④幹線用水路（㎞ ） 新設 14.4 新･改 13.7 ー 改修 9.7
（調整池 7ヶ所含む） 4,102

　⑤水管理施設 ー ー 新設 改修 870
　⑥小水力発電施設 ー ー ー 新設 2 ヶ所 1,434
3 ．国営総事業費（百万円） 706 29,287 52,398 ー 13,500

注）山王海葛丸地区の国営総事業費は、物価変動等により将来変動することがある。
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